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　『春秋』に「角のある麕（小型の鹿）」と文字で記載される麒麟が、図像で現れるのは前
漢時代後期（前1世紀）になってからです。
　前漢時代に儒教が官学となり、麒麟は儒教の第一の徳目「仁」を持った獣として仁獣
と呼ばれるようになります。また『礼記』※6には毛を持った生物（獣）の長として、鳳凰
（羽をもった生物の長）・霊亀（甲羅をもった生物の長）・応龍（鱗をもった生物の長）とと
もに四大霊獣「四霊」と呼ばれていたことが記されています。後漢時代（1～3世紀）に作

られた『説文解字』※7には、「麒は仁獣である。麋（大型の鹿）の
身、牛の尾をしており一角がある。」と表現されています。こ
の頃の麒麟は、頭上に先端が丸い一角を持ち、鹿や馬の形で
表現されています。足先の多くは馬のような蹄（単蹄）です
が、牛のような蹄（2本に分かれる偶蹄）や体に鹿の子模様が
描かれている図像もあります。麒が雄、麟が雌と定義された
り、麒麟のイメージの原形が固まるのもこの頃です。
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図像に現われた麒麟　― 漢時代 ―

時代とともに変化する麒麟の姿　― 南朝時代以降 ―

※６ 礼記　周から秦・漢時代にかけての礼に関する記述を集めた書物。前１世紀頃に成立

※７ 説文解字　後漢時代の許慎が作った最古の漢字字典。後100年に成立
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※８ 日本書紀　奈良時代（720年頃）に成立した日本最古の勅選の歴史書
ちょくせんにほんしょ き

鍍金麒麟像（スケッチ）
後漢時代／河南省偃師出土
原品は河南省博物館蔵

　中国の南朝（宋・斉・梁・陳／5～6世紀）では、墓を
守るため皇帝陵の参道に置かれた虎や獅子に似た
姿の石像が麒麟と呼ばれています。
　8世紀（唐時代）に作られた銅鏡には、頭上にS字
形の1本角を持ち、天を駆ける躍動的な鹿形の麒麟
が鏡のデザインに取り入れられます。
　北宋時代（10～12世紀）の建築技術書『営造法式』
（1103年刊行）には、体に鱗を纏った獅子形の獣が麒麟の図案として記載されています。

　その後、鹿形の麒麟にも鱗が描かれるように
なり、姿は龍に似てきます。また角の形や数、蹄
の形が変化した様々な図像が出現し、今日私た
ちが目にする麒麟像に近づいていきます。
　麒麟の概念は、日本へは奈良時代には伝わっ
ており、『日本書紀』※8孝徳紀や天武紀では瑞祥
（めでたいことが起こる印）として登場します。
その後の日本における麒麟像は、中国での変化
に合わせて姿を変え、江戸時代には吉兆の図案
として陶磁器にも取り入れられています。
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①青磁麒麟文筆立（三田青磁） 江戸時代後期
②下絵帖（珉平焼関連資料）
　 江戸時代後期～昭和時代

③呉州赤絵写魁手鉢（珉平焼）
　 江戸時代後期～明治時代前期
　いずれも兵庫陶芸美術館蔵（①②は田中寛コレクション）
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陶磁器の麒麟模様

①
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双獣双鳳紋八稜鏡の麒麟
唐時代／当館蔵


